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区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
領域運営は順調に行われた。対外的な発信も問題ない。PSACに導入する1細胞解析機器が途中で変更になったが、繰越制度を利用して問題なくiCell8を購入し、実
験系の確立に至った。
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　領域研究を効率よく推進するためには、メンバーが研究進捗や実験技術情報を密に交換することが重要である。また、異分野の研究者がアイデアを共有し、新
たな共同研究を提案できる環境を整えることも重要である。そこで、8名の計画研究代表者および2名の計画研究分担者から成る総括班が、領域内の有機的な連携
を図る。 
　平成29年7月に総括班会議を開催し、領域運営方針の確認ならびに役割分担、また植物幹細胞解析センター(PSAC)の活動方針について話し合った。9月にはキッ
クオフミーティングを開催し、領域研究の方針を紹介するとともに、公募研究の募集案内を行った。年度末の3月に領域会議を開催し、各計画班の研究計画と進捗
について議論した。また総括班会議も同時開催し、2年度目に向けての取り組みについて打合せを行った。 
　平成29年11月に若手の会を開催し、計画班グループに属する若手研究者の発表を通じて、研究交流を図った。それに合わせる形で、若手の会の最終日の午後に
幹細胞研究会を開催し、動物分野の幹細胞研究者も招いて、多能性幹細胞に関する活発な議論を行った。3月には、日本植物生理学会において本領域主催のシンポ
ジウムを開催し、動植物の幹細胞に関する研究紹介と問題提起を行った。その他に、年度を通して、関連した研究を行っている複数グループ間でグループミー
ティングを開催し、共同研究の打合せや実験技術の共有を図った。また、領域ホームページを作成し公開するとともに、年度末の3月にはニュースレターを発行
し、本領域を広く発信した。さらに、10件以上のアウトリーチ活動を行い、中高生や一般市民への発信も積極的に行った。PSACには 1細胞解析機器iCell8を導入
し、比較的大きな植物細胞にも対応できる実験系を確立した。また、シロイヌナズナの根を用いて1細胞解析を行うための試料作製法について検討した。
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９．今後の研究の推進方策

１０．研究発表（平成２９年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計1件（うち査読付論文　1件／うち国際共著論文　0件／うちオープンアクセス　1件）

2017年

〔学会発表〕　計3件（うち招待講演　3件／うち国際学会　2件）

2017年

2017年

 １．発表者名

 １．発表者名

梅田正明

梅田正明

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Maintenance of genome integrity in root stem cells

Taiwan-Japan Plant Biology 2017（招待講演）（国際学会）

Plant Cell and Developmental Biology: Approaches to Multiscale Biosystems（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ２．発表標題

 ６．最初と最後の頁

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

Maintenance of genome integrity in root stem cells
 ２．発表標題

 ２．論文標題  ５．発行年
Arabidopsis R1R2R3-Myb proteins are essential for inhibiting cell division in response to DNA
damage

有

Nature Communications 635

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.1038/s41467-017-00676-4

 ３．雑誌名

2年度目は公募班員が加わるので、領域会議を5月にも開催し、領域研究の方向性を共有する。また、領域代表者が計画・公募班員の研究室を訪問するサイトビ
ジットを実施し、領域会議等では十分議論できないような研究内容や共同研究について検討する。そして、領域全体で共有できる作業仮説を導き出すために、総
括班が中心となって議論をまとめていく。

 ４．巻
Chen Poyu、Takatsuka Hirotomo、Takahashi Naoki、Kurata Rie、Fukao Yoichiro、Kobayashi Kosuke、
Ito Masaki、Umeda Masaaki
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〔図書〕　計0件

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

１４．備考

－

他1か国

領域ホームページ 
http://www.plant-stem-cells.jp 

University of Hamburg

－

－

－

－

－ －

オーストリア

米国

英国

ベルギー

ドイツ

Gregor Mendel Institute

University of Massachusetts

University of Cambridge

VIB, Ghent University

共同研究相手国 相手方研究機関

－

－

－

－

－

－

－

－

 ４．発表年

 １．発表者名
梅田正明

 ３．学会等名

植物幹細胞の神秘を探る

植物科学シンポジウム2017：植物科学のバイオ農業への展開（招待講演）

 ２．発表標題
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